
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 56 回『「求めなさい。 捜しなさい。 たたきなさい。」  

〜 人と人が繋がる「場」 〜』 

 

2021 年 5 月 8 日 「流山市スターツおおたかの森ホール」でのドキュメンタリー

映画『がんと生きる言葉の処方箋』の上映会に参加した（画像）。  英語版も 完

成したようである。  驚きである。  大ホールでの３蜜を避けての、貴重な時

であった。  スタッフの皆様の熱意と真摯な姿勢には、ただただ感服した。  流

山市長夫妻、順天堂大学医学部教授とも お逢いした。  終了後のスタッフと会

議では、第２作製作の話で大いに盛り上がった。  早速、「とても素晴らしい

上映会でした。  言葉の力 音楽の力 ひとの力 パワー感じる一日でした。」、

「以前から観たいと 熱望していた映画を 観れて幸せでした。―― 樋野先生と

野澤監督の対談？ 掛け合い？ を あと一時間くらい お聞きしたかったです。  

久しぶりに 樋野先生の生のチャウチャウ犬トークを お聞きできて 更に幸せ

になりました。」などなどの心温まるメールを頂いた。   

 

2021 年 5 月 9 は、東京都青海市のお寺（天寧寺：曹洞宗）での講演に赴いた（添

付）。  コロナ時代、カフェは中止し、広い部屋で 参加者を制限しての講演会

でった。  真摯な質問も多数あり、大変有意義な時であった。  個人面談も行

なった。  「私の友人をはじめ、いらっしゃった方々皆さん、何か気付きがあ

ったようです。  皆さん、きてよかった、と言いながら帰られました。」、「こ

れからも、人と人が繋がる『場』を作っていきたいと思います。」との 素晴ら

しい感想を頂いた。  主催者の『「過度な自粛」vs「軽度な自粛」でもなく、

「狭き真ん中の道を、淡々と歩む胆力」』を実感した。  全国に「曹洞宗」（道

元:1200-1253）のお寺の数は、約１万５千とのことである。  教会（カトリッ

ク、プロテスタントを合わせ）約 7000 に比して２倍である。  『お寺でも、教

会でも がん哲学外来・カフェ』が開設されれば、多くの患者の居場所が与えら

れ 心が慰められることであろう！ 

 

「求めなさい。 そうすれば与えられます。 捜しなさい。 そうすれば見つかり

ます。 たたきなさい。 そうすれば開かれます。」（マタイ ７章７節） 

が、鮮明に蘇って来た。 



  



 

                 


